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ランク指針 主な改定箇所

■ ランク指針
1. 本指針の目的
2. 適用範囲
3. 運用及び適用除外
4. 制定と改廃
5. 用語の定義
6. 規定管理物質

・禁止物質レベル1

・禁止物質レベル2

・禁止物質レベル3

付属書1. EU RoHS指令除外項目一覧表
付属書2. ELV指令除外項目一覧表
付属書3. 禁止物質の管理値

• PFHxSをレベル2からレベル1に格上(P.4参照)
• PIP(3:1)をレベル2からレベル1に格上(P.4参照)
• デクロランプラスをレベル3からレベル1に格上(P.5参照)
• UV-328をレベル3からレベル1に格上(P.5参照)
• ハイドロフルオロカーボン(HFC)の記載内容を更新(P.6参照)

• MCCP(C14-17)をレベル3からレベル2に格上(P.7参照)
• PFCA（C15-21)をレベル2に追加(P.7参照)
• BPAをレベル2に追加(P.7参照)

• 事業会社制への体制変更に伴う修正(P.8参照)

• 事業会社制への体制変更等に伴う修正（表紙、裏表紙、
用語等）(P.9参照)

• 最新情報へ更新
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国連総長から締約国へ通知

ランク指針におけるレベル1追加の考え方（変更）

POPs条約の廃絶勧告(付属書A追加)を官報公布と見做し禁止物質レベル１とする

◼ POPs条約における審議ステップと官報公布

締約国による提案
（附属書Ｄに定める情報を提供）

スクリーニング
（附属書Dの選別基準で審査）

リスクプロファイルの作成
（附属書Eに定める情報で詳細検討）

リスク管理評価書の作成
（附属書Fに定める情報を考慮し検討）

最終決定
（附属書A,B,Cに追加）

P
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討
委
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会
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O

P
R

C

）

締約国会議
（COP）

官報公布（例：EU POPs規則）

施行

従来のレベル1
追加タイミング

新しいレベル1
追加タイミング

【変更理由】
◆外部環境
➢ 頻繁な規制候補物質の公表
➢ 官報の発行時期が見通せず、官報

公布から1年以内に施行される可
能性がある

◆内部環境
➢ 不使用保証書の再取得など負荷

が大きく、頻繁なランク指針改定は
難しい

COPでの廃絶勧告（付属書A追加）
でレベル１へ追加する
但し、Ver.14においては、POPRC
（2022年9月末開催済）において、
廃絶対象物質（附属書A）への追加
をCOPに勧告することが決定した物質
が、COP（2023年5月予定）で拒否
された事例はないため、このタイミングで
レベル1へ追加する

E
U

で
はR

E
A
C
H

規
則

の
影
響
で
施
行
タ
イ

ミ
ン
グ
が
変
動

Ver.14における追加
タイミング（2物質）
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禁止物質レベル1の改定内容(1/3)

◼ ペルフルオロヘキサンスルホン酸(PFHxS)とその塩およびPFHxS関連物質、リン酸トリス  
(イソプロピルフェニル)(PIP(3:1)) を禁止物質レベル2から禁止物質レベル1へ格上

物質/物質群 規制内容 主な参照法令

ペルフルオロヘキサンスルホン酸
(PFHxS)とその塩およびPFHxS
関連物質
(別名: パーフルオロヘキサンスルホ
ン酸(PFHxS)とその塩および
PFHxS関連物質)

意図的使用禁止かつ
PFHxS(塩を含む)の場合、25ppb 
(0.025ppm)未満であること*3

1つまたは複数のPFHxS 関連物質
の組み合わせの場合、濃度合計が
1000ppb(1ppm)未満であること
*3

POPs条約

リン酸トリス(イソプロピルフェニル)
(PIP(3:1))

意図的使用禁止*3

(適用除外あり)
TSCA

*3:サプライチェーンを遡って、「パナソニックグループ規制内容」を順守できていることを確認できれば、当
該物質の不使用の確認のための分析は不要とする。

追加

表1
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禁止物質レベル1の改定内容(2/3)

◼ デクロランプラスTM、UV-328を禁止物質レベル3から禁止物質レベル1へ格上

物質/物質群 規制内容 主な参照法令

デクロランプラスTM

（1,6,7,8,9,14,15,16,17,17,18,18-
ドデカクロロペンタシクロ
[12.2.1.16,9.02,13.05,10]オクタデカ-
7,15-ジエン）

意図的使用禁止*3

(適用除外あり)
POPs条約

UV-328
（2-(2H-ベンゾトリアゾール-2-イル）-
4,6-ジ-tert-ペンチルフェノール）

意図的使用禁止*3

(適用除外あり)
POPs条約

*3:サプライチェーンを遡って、「パナソニックグループ規制内容」を順守できていることを確認できれば、当
該物質の不使用の確認のための分析は不要とする。

追加

表1
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物質/物質群 規制内容 主な参照法令

ハイドロフルオロカーボン(HFC)
意図的使用禁止*3

(規制対象に限定あり)
カナダ環境保護法1999、
EU Fガス規則

禁止物質レベル1の改定内容(3/3)

◼ ハイドロフルオロカーボン(HFC)の記載内容の更新

追加

物質/物質群名: ハイドロフルオロカーボン(HFC)
規制対象
6.1.3別表1に示すHFCを含む製品
個別用途毎にHFCのGWP(地球温暖化係数)によって期限が設定され規制される

[用途・使用例]
– スタンドアローン冷却機器、集中冷却機器
…

表2-26

表1

更新

※注意
HFCについては、カナダ環境保護法1999とEU Fガス規則において、個別用途毎にHFCのGWP(地球温暖化係数)によって期限が設定され
規制されるため、各事業会社、事業場、および購入先様においてご確認をお願いいたします。
◆EU Fガス規則（ANNEX Ⅳ 参照）
官報URL（英文）： https://eur-lex.europa.eu/eli/reg/2024/573/oj#d1e35-54-1
参考和訳 （PDF）⇒

◆カナダ環境保護法（Schedule 1.1 参照）
官報URL（英文）： https://gazette.gc.ca/rp-pr/p2/2017/2017-10-18/html/sor-dors216-eng.html
参考和訳 （PDF）⇒
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禁止物質レベル2の改定内容

◼ 中鎖型塩化パラフィン、炭素数15から21のペルフルオロカルボン酸(C15-C21 PFCA)と
その塩およびC15-C21 PFCA関連物質、ビスフェノールAをレベル2に追加

物質/物質群
パナソニックグループへの部品、
材料等の納入禁止日＊1 主な参照法令

中鎖型塩化パラフィン
(MCCP, C14-17)

今後の法規制動向に
応じて設定

EU RoHS指令、
EU REACH規則、
POPs条約

炭素数15から21のペルフルオロカルボン酸
(C15-C21 PFCA)とその塩およびC15-
C21 PFCA関連物質
(別名: 炭素数15から21のパーフルオロカ
ルボン酸(C15-C21 PFCA)とその塩および
C15-C21 PFCA関連物質)

今後の法規制動向に
応じて設定

POPs条約、
カナダ環境保護法

ビスフェノールA（別名：BPA、2,2-ビス
(4-ヒドロキシフェニル)プロパン）と類似
懸念があるビスフェノール類

今後の法規制動向に
応じて設定

EU REACH規則

追加

表1

*1：パナソニックグループの事業会社・事業場の事情(例: 納入先からの要望など)に合わせて、事業会社・事業場で独自に、本指針より早い
時期を設定する場合には、関係者(購入先など)に伝達する。
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制定と改廃ルールの修正

◼ 事業会社制への体制変更に伴い、制定と改廃ルールを変更

対象 内容 改定の背景 ランク指針反映

4 制定
と改廃

制定と改廃ルールの
修正

• 事業会社制への体制
変更に伴い、グループ
製品化学物質管理
委員会体制、およびラ
ンク指針審議フローの
変更

• 決裁者を品質・環境
本部 本部長からグ
ループ製品化学物質
管理委員会 実務責
任者会議に変更する

• 調達本部長及び品
質・環境本部長を合
議者とする

• 委員会体制の変更に
伴い、製品化学物質
管理部会を廃止
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事業会社制への体制変更等を踏まえた修正

◼ 事業会社制への体制変更等に伴い、その他の箇所を修正

対象 修正前

表紙
公布：パナソニック株式会社

   オペレーショナルエクセレンス社
   品質・環境本部

公布：パナソニックグループ

裏表紙
発行部署：パナソニック株式会社

オペレーショナルエクセレンス社
品質・環境本部

発行部署:パナソニック オペレーショナル
   エクセレンス株式会社 
 品質・環境本部

全体を通して
用語の修正

社内分社等・事業場 事業会社・事業場

全体を通して
用語の修正

パナソニック(株) パナソニックホールディングス(株)

表2-27
PFOA適用除外

2022年7月1日レターにより
廃止済み

適用除外の削除

修正後
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説明資料目次

1.ランク指針 改定内容

2.購入先様へお願いすべき事項
（ランク指針改定に伴う社内対応の留意点含む）
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不使用保証書の再提出のお願い

・禁止物質レベル1の改定に伴い、不使用保証書の再提出をお願い致します
・不使用保証書の再提出にあたっては、貴社製品または部品への禁止物質レベル1
物質群の含有や混入の可能性の有無を、貴社サプライチェーンも含めて確認くださ
いますようお願い致します

購入先様への
お願い事項 

■再提出の方法
ランク指針Ver.14に対応した最新の「不使用保証書(禁止物質レベル1)」に必要
事項を記載・捺印の上、パナソニックグループの事業会社・事業場が設定する期
日までに、再提出をお願い致します

(変更点)
◇禁止物質レベル1
・物質群の追加：

1)ペルフルオロヘキサンスルホン酸(PFHxS)とその塩およびPFHxS関連物質
2)リン酸トリス(イソプロピルフェニル)(PIP(3:1))
3)デクロランプラスTM

4)UV-328

■留意点

新たに設定した上記の禁止物質レベル1の物質群をパナソニックグループ規制内容
を超えて含有する部材は、ランク指針Ver.14不適合となりますので、依頼させて頂
いた弊社事業会社・事業場に至急連絡の上、代替をお願い致します
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GP-Webでの扱いについて
購入先様への
お願い事項 

ランク指針Ver.14施行日以降に、弊社の担当部門よりGP-Webを介した調査依頼
をさせて頂きますので、依頼に基づいて含有化学物質情報を再確認(必要に応じて
データを修正)し、最新のツールバージョンでデータの登録をお願い致します

■留意点
① 禁止物質レベル1に関して新たに追加された、以下の物質群について、含有状

況の再確認をお願い致します
1)ペルフルオロヘキサンスルホン酸(PFHxS)とその塩およびPFHxS関連物質
2)リン酸トリス(イソプロピルフェニル)(PIP(3:1))
3)デクロランプラスTM
4)UV-328

②新たに設定した上記の禁止物質レベル1の物質群をパナソニックグループ規制内
容を超えて含有する部材は、ランク指針Ver.14不適合となりますので、依頼させ
て頂いた弊社事業会社・事業場に至急連絡の上、代替をお願い致します

12



ランク指針改定に伴う留意点

■ 禁止物質レベル2

– 近い将来、レベル１となる可能性が極めて高いため、代替に向けた準備を
お願いします

■ RoHS対象物質の適用除外に関して

– 適用除外延長申請のあったその他の適用除外項目については、現在もEU
で審議が継続しています。これらの項目についても、適用除外期限が新たに
設定される、または適用除外範囲が限定される可能性がありますので、今後
の動向にご注視下さいますようお願い致します

購入先様への
お願い事項 13



関連文書の掲載

以下の文書は下記URLから入手をお願いします

製品化学物質管理システム
(GP-Web)
マニュアル類

日本語
https://holdings.panasonic/jp/corporate/about/
procurement/green.html
英語
https://holdings.panasonic/global/corporate/ab
out/procurement/green.html
中国語
https://panasonic.cn/about/csr/supply/procure
ment/

(メンバー専用)

日本語、英語、中国語
https://www.is.jp.panasonic.com/gecprtl/

chemSHERPAホームページ

日本語 https://chemsherpa.net/
英語 https://chemsherpa.net/english

グリーン調達
基準書
Ver.6.5

ランク指針
Ver.14

• 規制値
• 除外項目一覧
• 管理値一覧

説明資料掲載サイト

日本語
https://chemsherpa.net/aboutchemsher
pa/description

英語・中国語
https://chemsherpa.net/english/aboutch
emsherpa/description

14
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2023年3月1日
パナソニックオペレーショナルエクセレンス株式会社 品質・環境本部


官報URL（英文）： https://gazette.gc.ca/rp-pr/p2/2017/2017-10-18/html/sor-dors216-eng.html


SCHEDULE 1.1 SCHEDULE 1.1
Products Containing or Designed to Contain an HFC Used as a Refrigerant 冷媒として使用されるHFCを含む、または含むように設計された製品


Item Product Use Date
GWP Limit of


Refrigerant Used in
Product


番号 製品 用途 禁止日
GWP


制限値


(a) Commercial
or industrial


January 1, 2020 1400 商用または業務用 2020年1月1日 1400


(b) Residential January 1, 2025 150
家庭用


2025年1月1日 150


(a) Commercial
or industrial


January 1, 2020 1500 商用または業務用 2020年1月1日 1500


(b) Residential January 1, 2025 150 家庭用 2025年1月1日 150


3


Centralized refrigeration system: refrigeration system with a cooling
evaporator in the refrigerated space connected to a compressor rack
located in a machinery room and to a condenser located outdoors, and
that is designed to maintain an internal temperature at ≥ -50°C


Commercial or
industrial


January 1, 2020 2200 3
集中冷蔵システム： 機械室にあるコンプレッサーラックと、屋外にある凝
縮器に接続した冷蔵スペースに冷却蒸発器を持ち、-50℃以上に内部温
度を保つように設計された冷蔵システム


商用または業務用 2020年1月1日 2200


4


condensing unit: refrigeration system with at a cooling evaporator in
the refrigerated space connected to a compressor and condenser unit
that are located in a different location, and that is designed to
maintain an internal temperature at ≥ -50°C


Commercial or
industrial


January 1, 2020 2200 4
凝縮ユニット： 異なる場所にあるコンプレッサーユニットと凝縮ユニットに
接続した冷蔵スペースに冷却蒸発器を持ち、-50℃以上に内部温度を保
つように設計された冷蔵システム


商用または業務用 2020年1月1日 2200


5
chiller: refrigeration or air-conditioning system that has a compressor,
an evaporator and a secondary coolant, other than an absorption
chiller


Commercial or
industrial


January 1, 2025 750 5 チラー： 吸収式チラー以外のコンプレッサー、蒸発器、２次クーラントを持
つ冷蔵システムまたは空調システム


商用または業務用 2025年1月1日 750


6
mobile refrigeration system: refrigeration system that is normally
attached to or installed in, or operates in or with a means of
transportation


Commercial or
industrial


January 1, 2025 2200 6 ポータブル冷蔵システム： 通常、輸送手段に取付ける、または設置する
冷蔵システム、または輸送手段の中で又は共に稼働する冷蔵システム


商用または業務用 2025年1月1日 2200


スタンドアローン低温冷蔵システム： 部品内蔵型で0℃未満で、-50℃以
上の内部温度を保つよう設計された自己完結型冷蔵システム


カナダ環境保護法1999 Schedule 1.1 参考和訳


Stand-alone medium-temperature refrigeration system: self-contained
refrigeration system with components that are integrated within its
structure and that is designed to maintain an internal temperature ≥
0°C
Stand-alone low-temperature refrigeration system: self-contained
refrigeration system with components that are integrated within its
structure and that is designed to maintain an internal temperature <
0°C but ≥ -50°C
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ANNEX Ⅳ ANNEX Ⅳ


Placing on the market prohibitions referred to in Article 11(1) 第 11 条 (1) で言及されている上市禁止事項


Date of


prohibition
禁止日


(1) 4 July 2007 (1) 2007年7月4日


(a) that contain HFCs with GWP of 150 or


more;


1 January 2015 (a) GWP 150以上のHFCを含むもの。 2015年1月1日


(b) that contain fluorinated greenhouse gases,


except if required to meet safety


requirements at the site of operation.


1 January 2026 (b) フッ素化温室効果ガスを含むもの。ただ


し、使用現場で安全要件を満たすために必


要な場合を除く。


2026年1月1日


(a) that contain HFCs with GWP of 2,500 or


more;


1 January 2020 (a) GWPが2,500以上のHFCを含むもの 2020年1月1日


(b) that contain HFCs with GWP of 150 or


more;


1 January 2022 (b) GWP 150以上のHFCを含むもの。 2022年1月1日


(c) that contain other fluorinated greenhouse


gases with a GWP of 150 or more.


1 January 2025 (c) GWPが150以上のその他のフッ素化温室効


果ガスを含むもの。


2025年1月1日


(4) 1 January 2025 (4) 2025年1月1日


(a) HFCs with GWP of 2,500 or more except


equipment intended for application


designed to cool products to temperatures


below – 50 °C;


1 January 2020 (a) GWPが2,500以上のHFC。ただし、 製品を


–50°C未満の温度に冷却するように設計


された用途向けの機器を除く。


2020年1月1日


(b) fluorinated greenhouse gases with a GWP


of 2,500 or more, except equipment


intended for application designed to cool


products to temperatures below – 50 °C;


1 January 2025 (b) GWPが2,500以上のフッ素化温室効果ガ


ス。 ただし、製品を–50°C未満の温度に


冷却するように設計された用途向けの機器


を除く。


2025年1月1日


(c) fluorinated greenhouse gases with a GWP


of 150 or more, except if required to meet


safety requirements at the site of operation.


1 January 2030 (c) GWPが150以上のフッ素化温室効果ガス。


ただし、使用現場の安全要件を満たす必要


がある場合を除く。


2030年1月1日


(6) 1 January 2022 (6) 2022年1月1日


(3) Refrigerators and freezers for commercial use


(self-contained equipment):


Any self-contained refrigeration equipment, except chillers, that contains fluorinated greenhouse


gases with a GWP of 150 or more, except if required to meet safety requirements at the site of


operation.


(5) Refrigeration equipment, except chillers and


equipment covered in points   (4) and   (6), that


contains, or whose functioning relies upon:


Domestic refrigerators and freezers:


製品・設備


再充填不可能なフッ素化温室効果ガス用の容器：付属書Iに記載のフッ素化温室効果ガス用であ


り、空/部分的に充填/完全に充填された、冷蔵機器/エアコン機器/ヒートポンプ機器/防火シス


テム/電気スイッチギアの整備、保守、充填に使用される、または溶媒として使用されるもの。


据


置


き


型


冷


蔵


装


置


(2)


(3) 業務用冷蔵庫および冷凍庫 (自給式機器)


全ての自己完結型冷凍機器 (チラーを除く)： GWP値が150以上のフッ素化温室効果ガスを含


むもの。ただし、使用現場の安全要件を満たす必要がある場合を除く。


(5) 冷凍装置：以下を含むか、その機能が以下に依


存するもの。チラーならびに (4) 項および (6)


項の対象となる機器を除く。


商用マルチパック集中冷蔵システム： GWP値が1500未満のフッ素化温室効果ガスを使用できる


カスケードシステムの一次冷媒回路を除き、Annex Iに記載のGWP値が150以上のフッ素化温室


効果ガスを含む、または、その機器の機能がフッ素化温室効果ガスに依存する定格容量40kW以


上のもの


Products and equipment


Non-refillable containers for fluorinated greenhouse gases listed in Annex  I, empty, partially or


fully filled, used to service, maintain or fill refrigeration, air-conditioning or heat pump equipment,


fire protection systems or electrical switchgear, or for use as solvents.
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(2)


Multipack centralised refrigeration systems for commercial use with a rated capacity of 40 kW or


more that contain, or whose functioning relies upon, fluorinated greenhouse gases listed in


Annex I with GWP of 150 or more, except in the primary refrigerant circuit of cascade systems


where fluorinated greenhouse gases with a GWP of less than 1,500 may be used.


家庭用冷蔵庫・冷凍庫







(a) HFCs with GWP of 2,500 or more except


equipment intended for application


designed to cool products to temperatures


below – 50 °C;


1 January 2020 (a) GWP が 2,500 以 上 の HFC を 使 用 す る チ


ラー。ただし、製品を–50°C未満の温度


に冷却するように設計された用途向けの機


器を除く。


2020年1月1日


(b) fluorinated greenhouse gases with a GWP


of 150 GWP or more for chillers up to and


including a rated capacity of 12 kW, except


if required to meet safety requirements at


the site of operation;


1 January 2027 (b) GWPが150以上のフッ素化温室効果ガスを


使用する12kW以下のチラー。ただし、使


用現場の安全要件を満たす必要がある場合


を除く。


2027年1月1日


(c) fluorinated greenhouse gases for chillers


up to and including a rated capacity of 12


kW, except if required to meet safety


requirements at the site of operation;


1 January 2032 (c) フッ素化温室効果ガスを使用する12kW以


下のチラー。ただし、使用現場の安全要件


を満たす必要がある場合を除く。


2032年1月1日


(d) fluorinated greenhouse gases with a GWP


of 750 for chillers above 12 kW, except if


required to meet safety requirements at the


site of operation.


1 January 2027 (d) GWPが750以上のフッ素化温室効果ガスを


使用する12kW超のチラー。ただし、使用


現場の安全要件を満たす必要がある場合を


除く。


2027年1月1日


(a) plug-in room air-conditioning equipment


which is moveable between rooms by the


end user that contains HFCs with GWP of


150 or more;


1 January 2020 (a) プラグインルームエアコン：エンドユー


ザーにより別の部屋 への 移動 が可 能な


GWP値が150以上のHFC類を含むもの。


2020年1月1日


(b) plug-in room air-conditioning equipment,


monoblock air-conditioning equipment,


other self-contained air-conditioning


equipment and self-contained heat pumps,


with a maximum rated capacity of up to and


including 12 kW that contain fluorinated


greenhouse gases with a GWP of 150 or


more, except if required to meet safety


requirements. If safety requirements at the


site of operation would not allow using


fluorinated greenhouse gases with GWP of


less than 150, the GWP limit is 750;


1 January 2027 (b) プラグインルームエアコン、モノブロック


エアコン、その他の自己完結型エアコン、


自己完結型ヒートポンプ：安全要件を満た


すために要求される場合を除き、GWPが


150以上のフッ素化温室効果ガスを含む最


大定格容量が12 kW以下のもの。使用現場


の安全要件がGWP 150未満のフッ素化温


室効果ガスの使用を 許容 しな い場 合、


GWP限界値は750である。


2027年1月1日


(c) plug-in room air-conditioning equipment,


monoblock air-conditioning equipment,


other self-contained air-conditioning


equipment and self-contained heat pumps,


with a maximum rated capacity of up to and


including 12 kW that contain fluorinated


greenhouse gases, except if required to


meet safety requirements. If safety


requirements at the site of operation would


not allow using alternatives to fluorinated


greenhouse gases, the GWP limit is 750;


1 January 2032 (c) プラグインルームエアコン、モノブロック


エアコン、その他の自己完結型エアコン、


自己完結型ヒートポンプ：安全要件を満た


すために要求される場合を除き、フッ素化


温室効果ガスを含む最大定格容量が12 kW


以下のもの。使用現場の安全要件がフッ素


化温室効果ガスの代替物の使用を許容しな


い場合、GWP限界値は750である。


2032年1月1日
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(7) Chillers that contain, or whose functioning relies


upon:
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(8) Self-contained air-conditioning equipment and


heat pumps, except chillers, that:


定


置


式


冷


却


装


置


(7) チラー：以下を含むか、その機能が以下に依存


するもの
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型


エ
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コ


ン
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器


及


び
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き


型


ヒ
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ト


ポ


ン


プ


(8) 自己完結型エアコン機器及びヒートポンプ (チ


ラーを除く) :







(d) monoblock and other self-contained air-


conditioning equipment and heat pumps,


with a maximum rated capacity of more


than 12 kW but not exceeding 50 kW that


contains fluorinated greenhouse gases with


a GWP of 150 or more, except if required


to meet safety requirements. If safety


requirements at the site of operation would


not allow using fluorinated greenhouse


gases with GWP of less than 150, the


GWP limit is 750;


1 January 2027 (d) モノブロックエアコン、その他の自己完結


型エアコン、ヒートポンプ：安全要件を満


たすために要求される場合を除き、最大定


格容量が12 kWを超え50 kW以下で、GWP


が150以上のフッ素化温室効果ガスを含む


もの。 使用現場の安全要件がGWP 150未


満のフッ素化温室効果ガスの使用を許容し


ない場合、GWP限界値は750である。


2027年1月1日


(e) other self-contained air-conditioning


equipment and heat pumps that contain


fluorinated greenhouse gases with GWP of


150 or more, except if required to meet


safety requirements. If safety requirements


at the site of operation would not allow


using fluorinated greenhouse gases with


GWP of less than 150, the GWP limit is


750.


1 January 2030 (e) その他の自己完結型エアコンおよびヒート


ポンプ：安全要件を満たすために要求され


る場合を除き、GWPが150以上のフッ素化


温室効果ガスを含むもの。使用現場の安全


要件がGWP 150未満のフッ素化温室効果


ガスの使用を許容しない場合、GWP限界


値は750である。


2030年1月1日


(a) Single split systems, containing less than 3 


kg of fluorinated greenhouse gases listed in


Annex I, that contain, or whose functioning


relies upon, fluorinated greenhouse gases


listed in Annex I with GWP of 750 or more;


1 January 2025 (a) 単一スプリット型システム： 3kg未満の


Annex Ⅰに記載のフッ素化温室効果ガスを


含むもので、GWP値が750以上のフッ素化


温室効果ガスを含む、または、その機器の


機能がフッ素化温室効果ガスに依存するも


の


2025年1月1日


(b) Split air-to-water systems of a rated


capacity up to and including 12 kW


containing, or whose functioning relies


upon, fluorinated greenhouse gases with


GWP of 150 or more, except if required to


meet safety requirements at the site of


operation;


1 January 2027 (b) スプリット型空気対水システム：GWPが


150以上のフッ素化温室効果ガスを含有


し、又はその機能がフッ素化温室効果ガス


に依存する定格容量が12 kW以下のもの。


使用現場の安全要件を満たす必要がある場


合を除く。


2027年1月1日


(c) Split air-to-air systems of a rated capacity


up to and including 12 kW containing, or


whose functioning relies upon, fluorinated


greenhouse gases with GWP of 150 or


more, except if required to meet safety


requirements at the site of operation;


1 January 2029 (c) スプリット型空気対空気システム：GWP


が150以上のフッ素化温室効果ガスを含有


し、又はその機能がフッ素化温室効果ガス


に依存する定格容量が12 kW以下のもの。


使用現場の安全要件を満たす必要がある場


合を除く。


2029年1月1日
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(8) Self-contained air-conditioning equipment and


heat pumps, except chillers, that:


(9) Split air-conditioning equipment and heat


pumps (*1):
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(8) 自己完結型エアコン機器及びヒートポンプ (チ


ラーを除く) :


(9) スプリット型エアコン機器およびヒートポンプ


(*1) :







(d) Split systems of a rated capacity up to and


including 12 kW containing, or whose


functioning relies upon, fluorinated


greenhouse gases, except if required to


meet safety requirements at the site of


operation;


1 January 2035 (d) スプリットシステム：定格容量が12 kW以


下で、フッ素化温室効果ガスを含有するも


の、又はその機能がフッ素化温室効果ガス


に依存するもの。使用現場の安全要件を満


たす必要がある場合を除く。


2035年1月1日


(e) Split systems of a rated capacity of more


than 12 kW containing, or whose


functioning relies upon, fluorinated


greenhouse gases with GWP of 750 or


more, except if required to meet safety


requirements at the site of operation;


1 January 2029 (e) スプリットシステム：定格容量が12 kWを


超え、GWPが750以上のフッ素化温室効果


ガスを含有するもの、又はその機能がフッ


素化温室効果ガスに依存するもの。使用現


場の安全要件を満たす必要がある場合を除


く。


2029年1月1日


(f) Split systems of a rated capacity of more


than 12 kW containing, or whose


functioning relies upon, fluorinated


greenhouse gases with GWP of 150 or


more, except if required to meet safety


requirements at the site of operation.


1 January 2033 (f) スプリットシステム：定格容量が12 kWを


超え、GWPが150以上のフッ素化温室効果


ガスを含有するもの、又はその機能がフッ


素化温室効果ガスに依存するもの。使用現


場の安全要件を満たす必要がある場合を除


く。


2033年1月1日


(10) 4 July 2007 (10) 2007年7月4日


(a) that contain PFCs; 4 July 2007 (a) PFCを含むもの 2007年7月4日


(b) that contain HFC-23; 1 January 2016 (b) HFC-23を含むもの 2016年1月1日


(c) that contain or rely on other fluorinated


greenhouse gases listed in Annex I, except


when required to meet safety requirements


at the site of operation.


1 January 2025 (c) Annex Ⅰに記載のその他のフッ素化温室効


果ガスを含む、又はフッ素化温室効果ガス


に依存するもの。ただし、使用現場で安全


要件を満たすことが要求される場合を除


く。


2025年1月1日


(12) 4 July 2007 (12) 2007年7月4日


(13) 4 July 2008 (13) 2008年7月4日


(14) 4 July 2006 (14) 2006年7月4日


(15) 4 July 2007 (15) 2007年7月4日


(16) 4 July 2008 (16) 2008年7月4日


(17) Foams: (a) Extruded polystyrene (XPS) that contain


HFCs with GWP of 150 or more, except if


required to meet national safety standards;


1 January 2020 (17) フォーム材: (a) 国の安全基準を満たす必要がある場合を除


き、GWPが150以上のHFC類を含む押し出


しポリスチレン (XPS)


2020年1月1日


(b) Foams other than extruded polystyrene


(XPS) that contain HFCs with GWP of 150


or more, except if required to meet national


safety standards;


1 January 2023 (b) 国の安全基準を満たす必要がある場合を除


き、GWPが150以上のHFC類を含む押し出


しポリスチレン (XPS) 以外のフォーム材


2023年1月1日
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(9) Split air-conditioning equipment and heat


pumps (*1):
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Non-confined direct evaporation systems that contain HFCs and PFCs as refrigerants.


(11) Fire protection equipment:


Windows for domestic use that contain fluorinated greenhouse gases listed in Annex I.


Other windows that contain fluorinated greenhouse gases listed in Annex I.


Footwear that contains fluorinated greenhouse gases listed in Annex I.


Tyres that contain fluorinated greenhouse gases listed in Annex I.


One-component foams, except when required to meet national safety standards, that contain


fluorinated greenhouse gases listed in Annex I with GWP of 150 or more.
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(9) スプリット型エアコン機器およびヒートポンプ


(*1) :


そ


の


他


の


製


品


・


装


置


非密閉式直接蒸発システム：冷媒としてHFC類とPFC類を含むもの


(11) 防火機器


家庭用の窓： Annex Ⅰに記載のフッ素化温室効果ガスを含むもの


その他の窓： Annex Ⅰに記載のフッ素化温室効果ガスを含むもの


履物類： Annex Ⅰに記載のフッ素化温室効果ガスを含むもの


タイヤ： Annex Ⅰに記載のフッ素化温室効果ガスを含むもの


一成分発泡材： 国の安全基準を満たす必要がある場合を除き、GWP値が150以上のAnnex Ⅰに


記載のフッ素化温室効果ガスを含むもの







(c) Foams that contain fluorinated greenhouse


gases, except if required to meet safety


requirements.


1 January 2033 (c) 安全要件を満たす必要がある場合を除き、


フッ素化温室効果ガスを含むフォーム材


2033年1月1日


(18) 4 July 2009 (18) 2009年7月4日


(19) Technical aerosols: (a) that contain HFCs with GWP of 150 or


more, except if required to meet national


safety standards or when used for medical


applications;


1 January 2018 (19) テクニカルエアロゾル: (a) 国の安全基準を満たす必要がある場合、


または医療用途に使用する場合を除き、


GWPが150以上のHFC類を含むもの


2018年1月1日


(b) that contain fluorinated greenhouse gases,


except if required to meet safety


requirements or when used for medical


applications.


1 January 2030 (b) 国の安全基準を満たす必要がある場合、


または医療用途に使用する場合を除き、


フッ素化温室効果ガスを含むもの


2030年1月1日


(20) 1 January 2025 (20) 2025年1月1日


(21) 1 January 2025 (21) 2025年1月1日


(a) (a)


(b) (b)containers which could be refilled but are imported or placed on the market without provision


having been made for their return for refilling.


*1:  For the purpose of this Regulation, fixed double duct heat pump and air-conditioning equipment


shall be considered split (category number 9) and be subject to the same requirements.
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Aerosol generators marketed and intended for sale to the general public for entertainment and


decorative purposes, as listed in point 40 of Annex XVII to Regulation (EC) No 1907/2006, and


signal horns, that contain HFCs with GWP of 150 or more.


Personal care products (e.g. mousse, creams, foams, liquids or sprays) that contain fluorinated


greenhouse gases.


Equipment used for cooling the skin that contain, or whose functioning relies upon, fluorinated


greenhouse gases with GWP of 150 or more except if used for medical applications.


Point 1 applies to non-refillable containers, namely:


containers which cannot be refilled without being adapted for that purpose; and
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エアロゾル・ジェネレーター： 規則（EC）No 1907/2006 Annex XVII（40）に記載のように、


上市し、娯楽や装飾目的で一般に販売するためのものでGWP値が150以上のHFC類を含むも


の。


パーソナルケア製品(例：ムース、クリーム、フォーム、液体またはスプレー)：フッ素化温室効


果ガスを含むもの


皮膚の冷却に使用する機器 (医療用を除く) ：GWPが150以上のフッ素化温室効果ガスを含む又


はその機能がフッ素化温室効果ガスに依存するもの


1項は再充填不可能な容器に適用する。すなわち、


その目的に合致しなければ詰め替えることができない容器


再充填が可能であるにもかかわらず、再充填のために返却されることが規定されず輸入、また


は上市される容器。


*1 本規則の意図するところでは、固定式二重ダクトヒートポンプおよびエアコン機器はスプリット型


(カテゴリー9番) とみなし、同じ要件が適用されるものとする。





